
二
〇
二
五
年
度

神
戸
大
学

第
三
問
（
一
部
抜
粋
）

〔
問
題
編

改
題
〕

「
神
戸
大
漢
文
の
み
か
た
」
の
回
と
な
り
ま
し
た
。二
〇
二
五
年
度
の
神
戸
大
学
の
国
語
第
三
問
（
漢
文
）
を
取
り
上
げ
ま
す
。

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
問
一
～
五
に
答
え
な
さ
い

な
お
本
文
の
一
部
を
改
変
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
設
問
の
都
合
で
返
り
点
や
送
り
仮
名
、
振

。

り
仮
名
を
省
略
し
た
部
分
が
あ
る
。

二

一

レ

二

崔

弘

度
、
鬚

面
、
甚

偉
、
性

厳

酷
。
毎

戒

其

僚

吏

曰
「
人

当

誠

恕
、
無

得

さ

い

ハ

し
ゆ

ニ
シ
テ

ダ

ナ
ル
モ

ハ

タ

リ

ニ

メ

テ

ノ

ヲ

ハ
ク

①

じ

よ

カ
レ
ト

ル
コ
ト

欺

誑

」

皆

曰
「
諾

」
後

嘗

食

鼈
。
侍

者

八

九

人
、
弘

度

一

一

問

之

曰
「
鼈

一

レ

レ

。

。

き
や
う
ス
ル
ヲ

ハ
ク

ト

②

ラ
フ

べ
つ
ヲ

ル

ヒ
テ

ニ

ハ
ク

ハ

美

乎

」
人

怖

之

皆

云
「
鼈

美

」
弘

度

大

罵

曰
「
庸

奴
、
何

敢

誑

我
。
汝

初

。

。

レ

レ

う
ま
キ

か
ト

レ
テ

(

ａ)

ヲ

フ

シ
ト

イ
ニ

リ
テ

ハ
ク

ゾ

ヘ
テ

あ
ざ
む
カ
ン
ヤ

ヲ

メ

、

。
」

。

、

、

未

食

鼈

安

知

其

美

俱

杖

八

十

官

属

百

工

看

之

者

莫

不

流

汗

レ

レ

レ

ダ

ラ
ハ

ヲ

③

と
も
ニ

ス
ル
コ
ト

ノ

み
ル

ヲ

④

レ
バ

（

）

無

敢

欺

隠

長

安

為

之

語

曰

寧

飲

三

升

酢

不

見

崔

弘

度

二

一

二

一

。

「

、

。
」
以
下
省
略

シ

ヘ
テ

ス
ル

シ
テ

レ
ガ

ヲ

ハ
ク

(

ｃ)

（

隋
書
』
よ
り)

『

〔
注
〕
○
崔
弘
度

隋
の
官
僚
。
博
陵
（
現
在
の
中
国
河
北
省
）
出
身
の
貴
族
。

―

○
鬚
面

ひ
げ
が
多
い
顔
。
こ
こ
で
は
男
性
の
秀
で
た
容
貌
を
指
す
。

―

○
僚
吏

部
下
、
下
役
。

―

○
誠
恕

自
分
の
良
心
に
誠
実
で
あ
る
こ
と
と
他
人
へ
の
思
い
や
り
が
深
い
こ
と
。

―

○
鼈

大
型
の
亀
、
す
っ
ぽ
ん
。

―

○
庸
奴

ば
か
も
の
。
人
を
非
難
す
る
言
葉
。

―

○
杖

木
の
棒
の
む
ち
。
刑
罰
と
し
て
む
ち
打
つ
こ
と
。

―

○
官
属
百
工

長
官
の
下
で
働
く
さ
ま
ざ
ま
な
役
職
の
官
吏
。

―

○
長
安

地
名
。
隋
の
首
都
の
所
在
地(

現
在
の
中
国
陝
西
省
西
安
市)

。
こ
こ
で
は
長
安
の
人
々
の
こ
と
。

―

○
升

容
量
の
単
位
。
隋
の
一
升
は
約
〇
・
六
リ
ッ
ト
ル
。

―
傍
線
部
①
「
当

、
②
「
嘗

、
③
「
安

、
④
「
莫
不
流
汗
」
を
送
り
仮
名
を
ふ
く
め
て
す
べ
て
平
仮
名
で
書
き
下
し
な
さ
い
（
現
代

問
一

」

」

」

仮
名
遣
い
で
よ
い

。
）

傍
線
部(

ａ)

「
之
」
は
誰
を
指
す
か
、
本
文
中
の
言
葉
で
答
え
な
さ
い
。

問
二

(

中
略
）

傍
線
部(

ｃ)

「
寧
飲
三
升
酢
、
不
見
崔
弘
度
」
を
平
易
な
現
代
語
に
訳
し
な
さ
い
。

問
四

（
以
下
省
略
）

※
本
問
題
は
二
〇
二
五
年
度
の
神
戸
大
学
前
期
試
験
の
第
三
問
か
ら
一
部
を
抜
粋
し
て
お
り
ま
す
。



二
〇
二
五
年
度

神
戸
大
学

第
三
問
（
一
部
抜
粋
）

〔
解
答
・
解
説
編
〕

※
な
お
本
原
稿
に
お
け
る
解
答
や
解
説
は
、神
戸
大
学
が
公
表
し
た
も
の
で
は
な
く
、研
伸
館
が
独
自
で
作
成
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

【
解
答
】

①
ま
さ
に
～
べ
く
〔
べ
く
し
て
〕

②
か
つ
て

③
い
ず
く
ん
ぞ

④
あ
せ
を
な
が
さ
ざ
る(

は)

な
く

問
一

(

崔)

弘
度

問
二

い
っ
そ
三
升
の
酢
を
飲
む
方
が
、
崔
弘
度
に
会
う
よ
り
ま
し
だ
。

問
四

【
解
説
】

「
当
Ａ
」
は

「
ま
さ
に
Ａ
べ
し
」
と
読
み

「
当
然
Ａ
す
べ
き
だ

「
き
っ
と
Ａ
だ
ろ
う
」
と
訳
す
、
再
読
文
字
で
あ
る
。
本
文
中

問
一
①

、

、

」

で
は
、
傍
線
部
が
「
無
得
欺
誑
」
に
「

」
で
続
い
て
い
る
の
で
、
本
活
用
連
用
形
の
「
べ
く
」
と
し
た
方
が
よ
い
。

、

「
嘗
」
は
、
こ
こ
で
は
「
か
つ
て
」
と
読
み

「
こ
れ
ま
で

「
以
前
に
」
と
訳
す
、
副
詞
で
あ
る
。
同
様
の
問
題
が
、
二
〇
二
〇

問
一
②

、

」

年
度
神
戸
大
学
前
期
試
験
第
三
問
で
も
出
題
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
な
句
形
で
あ
り
、
入
試
問
題
と
し
て
も
頻
出
で
あ
る
。

「
安
」
は
、
こ
こ
で
は
「
い
づ
く
ん
ぞ

（
現
代
仮
名
遣
い
で
は
「
い
ず
く
ん
ぞ

）
と
読
む
、
疑
問
・
反
語
の
副
詞
で
あ
る
。
こ

問
一
③

」

」

こ
で
は
反
語
で
訳
す
。

「
莫
不
Ａ
」
は
「
Ａ
ざ
る(

も
の
・
こ
と)

(

は)

な
し
」
と
読
み

「
Ａ
し
な
い
も
の[

こ
と]

は
な
い
」
と
訳
す
、
二
重
否
定
の
句
形

問
一
④

、

で
あ
る
。
本
文
中
で
は
、
傍
線
部
が
「
無
敢
欺
隠
」
に
「

」
で
続
い
て
い
る
の
で

「
莫
」
は
本
活
用
連
用
形
の
「
な
く
」
と
し

、

、

た
方
が
よ
い
。

以
上
の
よ
う
な
句
形
の
書
き
下
し
問
題
は
、
神
戸
大
学
で
は
例
年
出
題
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
大
学
を
目
指
す
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
、
句
形

の
暗
記
は
も
ち
ろ
ん
、
複
数
の
読
み
方
を
持
つ
句
形
に
関
し
て
は
、
文
脈
・
文
構
造
に
応
じ
て
適
切
な
読
み
を
選
択
で
き
る
力
、
ま
た
、
本
文

に
応
じ
た
活
用
に
す
る
と
い
っ
た
古
典
文
法
の
力
も
養
う
必
要
が
あ
る
。

「

」

、

「

」

。

。

、

問
二

傍
線
部

之

は

こ
こ
で
は

こ
れ

と
読
む
指
示
語
で
あ
る

傍
線
部
に
至
る
ま
で
の
文
脈
を
確
認
し
よ
う

本
文
の
冒
頭
で
は

崔
弘
度
の
性
格
が
「
厳
酷
」(

非
常
に
厳
し
い)

と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
を
正
し
く
読
み
取
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
後
の
文
脈
に

繋
が
る
と
い
う
意
識
が
必
要
で
あ
る
。
続
く
「
後
嘗
食
鼈
」
以
降
は
、
部
下
た
ち
と
崔
弘
度
が
す
っ
ぽ
ん
を
食
べ
る
場
面
で
あ
る
。

弘
度
は
部
下
た
ち
一
人
一
人
に
「
す
っ
ぽ
ん
は
美
味
し
い
か
」
と
尋
ね
て
回
り
、
彼
ら
は

「
之
」
を
怖
が
っ
て
「
美
味
し
い
で
す
」

、

と
答
え
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
冒
頭
の
崔
弘
度
の
性
格
も
加
味
す
る
と
、
部
下
に
恐
れ
ら
れ
て
い
る
「
之
」
は
、
崔
弘
度
を
指

す
と
導
け
る
。

「
寧
ろ
三
升
の
酢
を
飲
む
と
も
、
崔
弘
度
に
見
え
ず
」
と
読
む

「
寧
Ａ
、
不
Ｂ
」
は
、
選
択
形
の
句
形
で

「
い
っ
そ
Ａ
の
方
が
、

問
四

。

、

む
し

ま
み

Ｂ
よ
り
ま
し
だ

「
た
と
え
Ａ
し
て
も
、
Ｂ
し
な
い
」
な
ど
、
Ａ
と
Ｂ
を
比
べ
て
Ａ
を
選
ぶ
解
釈
に
な
る
。
ま
ず
は
こ
の
句
形
の
知
識

」

が
問
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
傍
線
部
に
至
る
ま
で
の
文
脈
も
把
握
し
て
お
か
ね
ば
、
長
安
の
人
々
の
こ
の
発
言
の
意
図
は
つ
か
め

な
い
。
問
二
で
も
確
認
し
た
と
お
り
、
本
文
の
冒
頭
で
は
、
崔
弘
度
の
性
格
が
「
厳
酷
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

続
く
。
弘
度
は
「
自
分
の
良
心
に
誠
実
で
他
人
へ
の
思
い
や
り
が
深
く
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
人
を
だ
ま
す
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
教
え
を
日
頃
か
ら
部
下
た
ち
に
説
い
て
い
た
が
、
部
下
た
ち
は
弘
度
を
怖
れ
る
あ
ま
り
、
顔
色
を
う
か
が
っ
て
嘘
を
つ

い
た
。
弘
度
は
、
日
頃
の
教
え
を
守
ら
な
か
っ
た
と
し
て
、
部
下
た
ち
を
む
ち
打
ち
、
罰
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
る

と
、
弘
度
と
い
う
人
物
が
い
か
に
「
厳
酷
」
な
人
物
か
が
う
か
が
え
よ
う
。
傍
線
部
は

「
三
升
の
酢
を
飲
む
」
こ
と
と

「
崔
弘
度

、

、

に
会
う
こ
と
」
を
比
べ
、
三
升
の
酢
を
飲
む
方
が
ま
し
な
ほ
ど
、
厳
し
い
性
格
の
弘
度
に
は
会
い
た
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
表
現

し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
世
間
の
人
々
も
弘
度
を
怖
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
設
問
に
は
句
形
の
知
識
も
必
要
だ
が
、
傍
線
部
に
至

る
ま
で
の
内
容
も
把
握
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
解
答
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。

問
二
・
四
の
よ
う
に
、
一
見
単
純
そ
う
な
指
示
語
把
握
問
題
や
現
代
語
訳
問
題
の
体
を
取
り
、
傍
線
部
に
至
る
ま
で
の
文
脈
を
的
確
に
把

握
で
き
て
い
る
か
を
確
認
す
る
問
い
も
出
題
さ
れ
る
。
神
戸
大
学
を
目
指
す
高
校
生
の
皆
さ
ん
は
、
句
形
の
暗
記
と
同
時
並
行
で
、
読
解
の
練

習
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
強
く
勧
め
る
。


